
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力される個人の特性に関する多様な質疑データを表示する表示部と、
　 前記質疑データに対して使用者自身が個
人の を入力する入力部と、
　 によ
って個人の特性値を演算した後、該演算された個人の特性値によって冷房又は暖房時の室
内温度、気流及び湿度を夫々演算して、空気調和機を制御するマイクロコンピューターと
、を包含して構成されることを特徴とする空気調和機の運転制御装置。
【請求項２】
　インターネットに接続して、各個人の空調特性情報 するためのモデムが追加し
て包含されることを特徴とする請求項１記載の空気調和機の運転制御装置。
【請求項３】
　上記表示部及び入力部は、遠距離ボタンを利用してデータを入力し得るリモーコンから
構成されることを特徴とする請求項１記載の空気調和機の運転制御装置。
【請求項４】
　上記リモーコンは、
　質疑データを表示する表示部と、
　 に個人の空調特性情報を入力するか又は、

に既に格納された個人の空調特性情報データを利用するかを選択す
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るモード選択キーと、
　前記表示部に表示された各質疑データに対して、使用者が選択する選択キーと、を包含
して構成されることを特徴とする請求項３記載の空気調和機の運転制御装置。
【請求項５】
　上記表示部及び入力部は、インターネットサイトに接続されて各個人の空調 情報を
入力するための個人用コンピューター及び携帯電話を使用することを特徴とする請求項１
記載の空気調和機の運転制御装置。
【請求項６】
　上記空気調和機には、上記携帯電話により近距離通信を行うためにブルートゥース（Ｂ
ｌｕｅｔｏｏｔｈ）チップが内蔵されることを特徴とする請求項 記載の空気調和機の運
転制御装置。
【請求項７】
　上記個人用コンピューターは、インターネットによりダウンロードされた各個人の空調

情報を空気調和機に伝送するためにケーブルによって連結されることを特徴とする請
求項５記載の空気調和機の運転制御装置。
【請求項８】
　質疑データは、寒さ、暑さ、湿度、気流、冷房時着衣量、暖房時着衣量、活動量、性別
及び喫煙与否などから構成されることを特徴とする請求項１記載の空気調和機の運転制御
装置。
【請求項９】
　上記マイクロコンピューターには、
　上記多様な質疑データ及びそれら質疑データに対する各応答データ値が格納され、前記
個人の空調特性情報データが入力されると、それに対応する応答データ値を出力及び格納
する特性データ格納部と、
　前記特性データ格納部から出力された応答データ値によって個人の特性値を演算する特
性データ演算部と、
　前記個人の特性値によって冷／暖房に係る室内温度、気流及び湿度を夫々演算して、室
内温度、気流及び湿度制御信号を夫々出力する制御演算手段と、を包含して構成されるこ
とを特徴とする請求項１記載の空気調和機の運転制御装置。
【請求項１０】
　上記マイクロコンピューターは、上記制御演算手段から出力された制御信号によって圧
縮機、室内ファン、左右風向ベーン及び上下風向ベーンの駆動を制御する制御部が追加し
て包含されることを特徴とする請求項９記載の空気調和機の運転制御装置。
【請求項１１】
　上記特性データ演算部の個人の特性値は、使用者が質疑データに対して応答したデータ
によって演算して求められることを特徴とする請求項９記載の空気調和機の運転制御装置
。
【請求項１２】
　上記個人の特性値は、アンケート調査により使用者が最適の快適感を感じる温度、気流
及び湿度を夫々測定した後、快適感を感じる温度、湿度及び気流が同様である人々の質疑
データに係る応答データの平均値を求めて、前記レベルの温度、湿度及び気流に係る平均
値によって演算して設定されることを特徴とする請求項１１記載の空気調和機の運転制御
装置。
【請求項１３】
　上記制御演算手段の冷房又は暖房時の室内温度は、上記特性データ演算部から演算され
た個人の特性値と冷房又は暖房温度常数とを乗算して、該乗算された値と冷房又は暖房基
本温度とを加算して求められることを特徴とする請求項８記載の空気調和機の運転制御装
置。
【請求項１４】
　上記制御演算手段の冷房又は暖房時の室内気流は、冷房又は暖房基本気流値と、上記特
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性データ演算部から演算された個人の特性値と冷房又は暖房気流常数とを乗算した値と、
を加算して求めることを特徴とする請求項９記載の空気調和機の運転制御装置。
【請求項１５】
　上記制御演算手段の冷房又は暖房時の室内湿度は、上記特性データ演算部から演算され
た個人の特性値と冷房又は暖房湿度常数とを乗算した後、該乗算された値に冷房又は暖房
基本湿度を加算して求められることを特徴とする請求項９記載の空気調和機の運転制御装
置。
【請求項１６】
　個人の特性情報初期化モードが入力されると、個人の特性を調べるための多様な質疑デ
ータが表示される段階と、
　前記多様な質疑データに対する個人の特性情報を入力する段階と、
　該入力された個人の特性情報を 格納する段階と、
　 された個人の特性情報に対応する応
答データ値によって個人の特性値を演算する段階と、
　該演算された個人の特性値によって、冷房又は暖房による室内温度、気流及び湿度を夫
々演算する段階と、
　該演算された冷房又は暖房による室内温度、気流及び湿度によって空気調和機を制御す
る段階と、を順次行うことを特徴とする空気調和機の運転制御方法。
【請求項１７】
　上記質疑データは、寒さ、暑さ、湿度、気流、冷房時着衣量、暖房時着衣量、活動量、
性別及び喫煙与否などから構成されることを特徴とする請求項１６記載の空気調和機の運
転制御方法。
【請求項１８】
　上記個人の特性値は、アンケート調査により最適の快適感を感じる時の温度、湿度及び
気流によって設定された各応答データ値の演算によって求められることを特徴とする請求
項１６記載の空気調和機の運転制御方法。
【請求項１９】
　上記冷房又は暖房による室内温度は、上記個人の特性値と冷房又は暖房温度常数とを乗
算して、該乗算された値に冷房又は暖房基本温度を加算して求めされることを特徴とする
請求項１６記載の空気調和機の運転制御方法。
【請求項２０】
　上記冷房又は暖房による室内気流は、冷房又は暖房基本気流値と、上記個人の特性値に
冷房又は暖房気流常数を乗算した値と、を加算して求めることを特徴とする請求項１６記
載の空気調和機の運転制御 。
【請求項２１】
　上記冷房又は暖房による室内湿度は、上記個人の特性値と冷房又は暖房湿度常数とを乗
算した後、該乗算した値に冷房又は暖房基本湿度を加算して求めることを特徴とする請求
項１６記載の空気調和機の運転制御 。
【請求項２２】
　上記入力される段階は、遠距離制御手段のリモーコンを利用することで、質疑データに
対する応答データが選択されることを特徴とする請求項１６記載の空気調和機の運転制御
方法。
【請求項２３】
　上記入力される段階は、
　インターネットと連結された個人用コンピューターを利用して、インターネット

サイトに接続して個人の空調特性情報に対する質疑データに応答した後、該応答され
た個人の空調特性情報をインターネットにより上記個人用コンピューターにダウンロード
した後、該ダウンロードされたデータが空気調和機に入力されることを特徴とする請求項
１６記載の空気調和機の運転制御方法。
【請求項２４】
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　上記個人用コンピューターを利用すると、多数の使用者の個人の空調特性情報を一回で
入力することができることを特徴とする請求項２３記載の空気調和機の運転制御方法。
【請求項２５】
　

記載の空気調和機の運転制御方法
。
【請求項２６】
　

記載の空気調和機の運転制御方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、空気調和機の運転制御装置及びその方法に係るもので、詳しくは、各使用者の
特性によって空気調和機の冷房又は暖房を遂行する空気調和機の運転制御装置及びその方
法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
一般に、空気調和機は、室内／外熱交換器から発生する冷／温空気によって室内空気を快
適にさせる装置であって、前記空気調和機は、冷媒の圧縮、凝縮、膨脹及び蒸発を可逆的
に遂行することで、冷房又は暖房を遂行するようになっている。
且つ、近来の空気調和機は、冷房又は暖房の機能に加えて、室内の湿度も調節することで
、使用者の快適感を一層増進し得るようになっている。
【０００３】
このような従来の空気調和機においては、図８に示したように、低温、低圧の冷媒蒸気を
吸入してこれを圧縮することで、高温、高圧の蒸気に変換して吐出する圧縮機８０と、該
圧縮機８０から吐出された高温、高圧の冷媒蒸気の熱を水中又は空気中に放出させて、高
圧の飽和液に変化させる室外熱交換器１０と、該室外熱交換器１０から吐出された高圧の
飽和液を後述する膨脹装置４０により低温、低圧の冷媒に吸入した後、これを蒸発させて
液分のない飽和蒸気に変換させる室内熱交換器７０と、暖房モード又は冷房モードによっ
て前記冷媒の流動を調節する四方弁５０と、定温除湿の時、高圧の冷媒をそのまま前記室
内熱交換器７０に吐出させる二方弁３０と、室内空気を吸入した後、該室内空気を前記室
内熱交換器７０の表面へ通過させることで、熱交換された空気を室内に吐出する室内ファ
ン６０と、前記室内熱交換器７０で凝縮された液体を低温低圧の冷媒に作る膨脹装置４０
と、前記室外熱交換器１０に流入された冷媒を冷却させる室外ファン２０と、を包含して
構成されていた。
【０００４】
又、上記室内熱交換器７０は、定温除湿の時、高圧の液とガスとが混合された冷媒を吸入
した後、熱を放出させて高圧の液体を吐出する第１熱交換器７１と、該第１熱交換器７１
の高圧の液体を低圧の液体に降下させる第２膨脹装置７４と、該第２膨脹装置７４を通っ
て吸入された低圧の液とガスとが混合された冷媒を蒸発させて液分のない低温／低圧の冷
媒を吐出する第２熱交換器７３と、定温除湿の時、前記第１熱交換器７１から吐出される
高圧の液体が前記第２熱交換器７３に直接吐出されることを遮断する二方弁７２と、を包
含して構成されていた。
【０００５】
以下、このように構成された従来の空気調和機の動作に対し、説明する。
１．暖房モードの場合、上記圧縮機８０で圧縮された高温高圧の冷媒が上記四方弁５０を
通って上記室内熱交換器７０に流入されると、該室内熱交換器７０は、上記第１熱交換器
７１と第２熱交換器７３間の二方弁７２を開放して、前記流入された高温高圧の冷媒を凝
縮して膨脹装置４０に出力する。
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次いで、該膨脹装置４０は、流入された凝縮された高温高圧の冷媒を低温低圧の冷媒に膨
脹して上記室外熱交換器１０に出力する。
【０００６】
この時、上記室内熱交換器７０の表面を通って熱交換された熱い空気は上記室内ファン６
０により室内に噴出させることで、室内温度が上昇される。
次いで、上記室外熱交換器１０に流入さあれた低温低圧の冷媒は蒸発されて気体状態の冷
媒になって吐出される。
該気体状態の冷媒は、前記圧縮機８０に吸入されて、高温高圧の冷媒に圧縮された後、前
記室内熱交換器７０に流入される動作が反復遂行されることで、暖房運転が遂行される。
【０００７】
２．冷房モードの場合、上記圧縮機８０は、高温高圧の冷媒を圧縮して、四方弁５０を通
って室外熱交換器１０に吐出する。
次いで、該室外熱交換器１０に、流入された冷媒は凝縮された後、上記膨脹装置４０に吐
出される。
該膨脹装置４０は上記凝縮された冷媒を低温低圧の冷媒に膨脹して上記室内熱交換器７０
に吐出する。
次いで、上記室内熱交換器７０は、流入された低温低圧の冷媒を蒸発させることで気体状
態に変換された冷媒が上記圧縮機８０に吐出される。
【０００８】
このとき、上記室内熱交換器７０は、低温低圧の冷媒を蒸発させるために、第１熱交換器
７１と第２熱交換器７３間の上記二方弁７２をオフさせて蒸発器として動作する。
且つ、上記室内ファン６０は、上記室内熱交換器７０の冷却された表面を通過して、該熱
交換により冷却された空気が室内に噴出されることで、室内温度が下降される。
次いで、上記室内熱交換器７０から吐出される気体状態の冷媒は前記圧縮機８０に吸入さ
れた後、再び高温高圧の冷媒に圧縮されて、上記室外熱交換器１０に吐出される動作が反
復されることで、冷房運転が遂行される。
【０００９】
３．定温除湿モードの場合、上記圧縮機８０は、高温高圧の冷媒を圧縮した後、上記四方
弁５０を通って室外熱交換器１０に流入される。次いで、上記室外熱交換器１０に流入さ
れた高温高圧の冷媒は、上記室外ファン２０の弱回転により殆ど冷却されない状態で上記
三方弁３０を通ってそのまま室内熱交換器７０に流入される。
次いで、該室内熱交換器７０の二方弁７２が遮断されて、上記第１熱交換器７１と第２熱
交換器７３とが分離して動作されることで、上記第１熱交換器７１は、高圧の液とガスと
が混合された冷気を吸入して熱を放出させて高圧の液体を吐出し、上記第２熱交換器７３
は、前記第１熱交換器７１から吐出される高圧の液体を上記第２膨脹装置７４によって低
温低圧に膨脹させた後、該低温低圧の液体を蒸発させて水分のない低温／低圧の冷媒を吐
出する。
【００１０】
この時、上記室内ファン６０は、上記第２熱交換器７３の冷却された表面を通過して吸入
される室内空気の湿気を除去させた後、上記第１熱交換器７１の熱くなった表面により加
熱させて室内に噴出させる。
上記のように空気調和機が定温除湿動作を行うことで、湿気の除去された空気が噴出され
て使用者の快感を増進させる。
【００１１】
又、冷凍サイクルが装着されている従来の空気調和機においては、図９に示したように、
吸入部９４と、液体を気体に蒸発する蒸発器７０と、室内温度を感知して制御する室内吸
入温度センサ９３と、室内ファン６０と、前記空気調和機の冷凍サイクルから吐出される
冷房気流を上下方向に調節する上下風向ベーン９２と、前記冷房気流を左右方向に調節す
る左右風向ベーン９１と、を包含して構成されていた。
以下、このように構成された空気調和機の動作に対し、説明する。
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【００１２】
使用者が所望の温度及び冷／暖モードを設定すると、上記空気調和機の吸入部９４に装着
されている上記室内吸入温度センサ９３は、室内温度を測定した後、冷房モード時には、
前記測定温度が前記設定温度の下限値より低いと、上記圧縮機８０の稼動を中断し、前記
測定温度が前記設定温度の上限値より高いと、前記圧縮機８０を稼動する動作を反復させ
る。
又、暖房モード時には、上記測定温度が上記設定温度の下限値より高いと、上記圧縮機８
０の稼動を中断し、前記測定温度が前記設定温度の上限値より低いと、前記圧縮機８０を
稼動する動作を反復させる。
【００１３】
次いで、このような圧縮機８０の動作によって、冷房又は暖房気流が吐出されると、上記
上下ベーン９２及び左右ベーン９１が回転しながら前記吐出される冷房気流の方向が調節
されることで、室内温度は設定温度の上限値と下限値間に維持される。
このように従来の空気調和機は、使用者が設定した温度に従って温度、湿度及び気流が一
括的に制御されていた。
【００１４】
【発明が解決しようとする課題】
然るに、このような従来の空気調和機においては、各使用者の体質に従って快適感を感じ
る温度と、湿度及び気流とが夫々相違であるために、使用者の設定温度によって空気調和
機を制御すると、使用者が快適感を感じることができない場合が発生するという不都合な
点があった。
【００１５】
本発明は、このような従来の課題に鑑みてなされたもので、空気調和機の冷房又は暖房空
調時に各使用者の体質の特性によって冷房又は暖房の室内温度、気流及び湿度を夫々演算
して冷房又は暖房の空調制御を遂行することで、使用者の快適感を向上し得る空気調和機
の運転制御装置及びその方法を提供することを目的とする。
又、リモーコン、個人用コンピューター（ＰＣ）及び携帯電話を利用して各個人の空調特
性情報及び資料を空気調和機に格納することで、容易に各使用者が自身の個別空調特性情
報を入力するか又は修正し得る空気調和機の運転制御装置及びその方法を提供することを
目的とする。
【００１６】
【課題を解決するための手段】
このような目的を達成するため、本発明に係る空気調和機の運転制御装置においては、個
人の特性情報を調べるために多様な質疑データが表示される表示部と、使用者が前記表示
部に表示された各質疑データに対する個人の特性情報を入力するための入力部と、該入力
部から入力された個人の空調特性情報によって個人の特性値を演算した後、該演算された
個人の特性値によって冷房又は暖房時の室内温度、気流及び湿度を夫々演算して、空気調
和機を制御するマイクロコンピューターと、を包含して構成されることを特徴とする。
【００１７】
又、上記目的を達成するため、本発明に係る空気調和機の運転制御方法においては、個人
の特性情報初期化モードが入力されると、該個人の特性情報を調べるための多様な質疑デ
ータが表示される段階と、前記多様な質疑データに対する個人の特性情報が入力される段
階と、該入力された個人の特性情報が格納される段階と、前記入力された個人の特性情報
に対応する個人の特性値を演算する段階と、該演算された個人の特性値によって、冷房又
は暖房に係る室内温度、気流及び湿度を夫々演算する段階と、該演算された冷房又は暖房
に係る室内温度、気流及び湿度によって空気調和機を制御する段階と、を順次行うことを
特徴とする。
【００１８】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態に対し、図面を用いて説明する。
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本発明に係る空気調和機においては、図１に示したように、室内温度を感知する室内温度
センサ部１００と、質疑データを表示する表示部１２０と、使用者が自身の空調特性情報
データを入力するための入力部１１０と、該入力部１１０から入力された空調特性情報を
利用して個人の特性値を夫々演算した後、該演算された個人の特性値によって、冷房又は
暖房時の室内温度、気流及び湿度を演算して、該演算された値によって冷暖房空調を制御
するマイクロコンピューター１３０と、前記マイクロコンピューター１３０の制御信号に
よって、室内ファン駆動信号を出力する室内ファン駆動部１４０と、該室内ファン駆動部
１４０から出力された駆動信号によって駆動する室内ファン１８０と、前記マイクロコン
ピューター１３０の制御信号によって上下風向の駆動信号を出力する上下風向駆動部１５
０と、該上下風向駆動部１５０から出力された制御信号によって冷房又は暖房気流を上下
方向に調整する上下風向ベーン１９０と、前記マイクロコンピューター１３０の制御信号
によって左右風向の駆動信号を出力する左右風向駆動部１６０と、該左右風向駆動部１６
０から出力される制御信号によって冷房又は暖房気流を左右方向に調節する左右風向ベー
ン２００と、前記マイクロコンピューター１３０の制御信号によって圧縮機２１０を駆動
させる圧縮機駆動部１７０と、該圧縮機駆動部１７０から出力された駆動信号によって低
温、低圧の冷媒蒸気を吸入して圧縮することで、高温、高圧の蒸気に変換させて吐出する
圧縮機２１０と、を包含して構成されている。
【００１９】
又、上記入力部１１０は、使用者が個人の特性の質問に対して自分の空調特性情報データ
を入力するための手段として、リモーコン、コンピューター及び携帯電話中選択して使用
することができる。
【００２０】
又、上記マイクロコンピューター１３０においては、図２に示したように、質疑データ及
び上記各質疑データに係る応答データ値が予め格納されてあり、使用者が入力した個人の
空調特性情報データに対応する応答データ値が格納されることで、該格納された応答デー
タ値を出力する特性データ格納部１３１と、該特性データ格納部１３１から出力された応
答データ値によって個人の特性値を演算する特性データ演算部１３２と、該特性データ演
算部１３２から演算された個人の特性値によって室内温度及び気流湿度を演算する制御演
算手段１３３と、該制御演算手段１３３から演算された室内温度、湿度及び気流によって
圧縮機駆動部１７０、室内ファン駆動部１４０、上下風向駆動部１５０及び左右風向駆動
部１６０を夫々駆動するための制御信号を出力する制御部１３４と、を包含して構成され
ている。
【００２１】
又、上記制御演算手段１３３は、上記特性データ演算部１３２から演算された個人の特性
値によって室内温度を演算した後、室内温度制御信号を出力する室内温度演算部１３３－
１と、前記個人の特性値によって室内気流を演算した後、室内気流制御信号を出力する室
内気流演算部１３３－２と、前記個人の特性値によって室内湿度を演算した後、室内湿度
制御信号を出力する室内湿度演算部１３３－３と、を包含して構成されている。
以下、上記のように構成される空気調和機の制御装置の動作に対し、説明する。
【００２２】
先ず、使用者が入力部１１０を利用して、個人の特性情報初期化モードを選択すると、上
記マイクロコンピューター１３０は上記表示部１２０に個人の特性を把握するための質疑
データを表示する。
このとき、上記質疑データは、寒さ、暑さ、湿度、気流、冷房時の着衣量、暖房時の着衣
量、年齢、性別活動量及び喫煙与否などから構成されることを原則とするが、それら以外
にも、輻射効果及び清潔度など、機器に従って一層多様な質疑データを格納して使用する
こともできる。
【００２３】
又、上記入力部１１０は、遠距離からボタンを利用してデータを入力するためのリモーコ
ンから構成されて、該リモーコンは図４に示すように質疑データを表示する表示部１２０
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と、空気調和機を個人の空調特性情報を入力するための個人の特性情報初期化モード、又
は格納された各データ中から個人の特性モードを選択するとき使用されるモード選択キー
１１１と、前記表示部１２０に表示された各質問に対して使用者所望の空調特性情報が入
力されるとき使用される各選択キー１１３、１１４、１１５と、を包含して構成されてい
る。
【００２４】
このとき、上記各選択キー１１３、１１４、１１５は、本発明に係る実施形態においては
、大、中、小の３種類のキーのみが図示されているが、これに限定されず、それら三つ以
上のキーから構成することもできる。
即ち、マイクロコンピューター１３０がリモーコンの表示部１２０に’寒さに強いか？’
という質問を表示すると、使用者は自分が寒さに強いか、弱いか又は、普通であるかを判
断して各選択キー１１３、１１４、１１５中何れか一つを選択する。
次いで、該選択されたデータは、マイクロコンピューター１３０の特性データ格納部１３
１に入力されて、該入力されたデータに対応する応答データ値が格納される。
【００２５】
次いで、上記マイクロコンピューター１３０により上記表示部１２０に’暑さに強いか？
’、’湿気に強いか？’、’気流に強いか？’、’冷房時の着衣量？’、’暖房時の着衣
量？’、’使用者の年齢？’、’使用者の性別？’、’現在の活動量？’及び’喫煙与否
は？’の各質問が順次表示されると、使用者は性別及び喫煙与否に関する質問を除いて、
全ての質問にリモーコンの大／中／小の各選択キー１１３、１１４、１１５中、自身に適
合なキーを選択する。
このとき、例えば、性別が男子で喫煙者の場合には大キー１１３を、性別が女子で非喫煙
者の場合には小キー１１５を夫々選択する。
【００２６】
次いで、上記マイクロコンピューター１３０は、上記個人の空調特性情報データが入力さ
れると、上記特性データ格納部１３１に予め格納されてある応答データ値中、使用者によ
り入力された個人の空調特性情報データに対する応答データ値を格納する。
次いで、上記マイクロコンピューター１３０の個人の特性データ演算部１３２の特性デー
タ演算部１３２は、上記特性データ格納部１３１に格納された値を読み出して、個人の特
性値を次のように演算する。
【００２７】
このとき、用いられる個人の特性値を演算する式は次式（１）のように表示される。
個人の特性値＝（Ａｌ＋Ａｎ＋Ａｄ）＋（Ｂｌ＋Ｂｎ＋Ｂｄ）＋（Ｃｌ＋Ｃｎ＋Ｃｄ）＋
（Ｄｌ＋Ｄｎ＋Ｄｄ）＋（Ｅｌ＋Ｅｎ＋Ｅｄ）＋（Ｆｌ＋Ｆｎ＋Ｆｄ）＋（Ｇｌ＋Ｇｎ＋
Ｇｄ）＋（Ｈｌ＋Ｈｄ）＋（Ｉｌ＋Ｉｄ） ---（１）
式中、Ａｌは、寒さに強いデータに対応する応答データ値
Ａｎは、寒さに普通であるデータに対応する応答データ値
Ａｄは、寒さに弱いデータに対応する応答データ値
Ｂｌは、暑さに強いデータに対応する応答データ値
Ｂｎは、暑さに普通であるデータに対応する応答データ値
Ｂｄは、暑さに弱いデータに対応する応答データ値
Ｃｌは、湿度に強いデータに対応する応答データ値
Ｃｎは、湿度に普通であるデータに対応する応答データ値
Ｃｄは、湿度に弱いデータに対応する応答データ値
Ｄｌは、気流に強いデータに対応する応答データ値
Ｄｎは、気流に普通であるデータに対応する応答データ値
Ｄｄは、気流に弱いデータに対応する応答データ値
Ｅｌは、冷房時に使用者が着衣した服が厚い場合に対応する応答データ値
Ｅｎは、冷房時に使用者が着衣した服が普通である場合に対応する応答データ値
Ｅｄは、冷房時に使用者が着衣した服が薄い場合に対応する応答データ値
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Ｆｌは、暖房時に使用者が着衣した服が厚い場合に対応する応答データ値
Ｆｎは、暖房時に使用者が着衣した服が普通である場合に対応する応答データ値
Ｆｄは、暖房時に使用者が着衣した服が薄い場合に対応する応答データ値
Ｇ１は、活動量が少ない場合に対応する応答データ値
Ｇ２は、活動量が中間の場合に対応する応答データ値
Ｇ３は、活動量が多くの場合に対応する応答データ値
Ｈ１は、性別が男子の場合に対応する応答データ値
Ｈ２は、性別が女子の場合に対応する応答データ値
Ｉｌは、喫煙をする場合に対応する応答データ値
Ｉｄは、喫煙をしない場合に対応する応答データ値、を夫々示したものである。
【００２８】
即ち、上記個人の特性値は、アンケート調査によって設定された値であって、選ばれた所
定数の人々から上記質問データに対する応答を受けた後、それによって温度、気流及び湿
度を変化させながら、最適の快適感を感じる温度、湿度及び気流を夫々測定する。次いで
、該測定結果、似た温度、気流及び湿度に対し最適の快適感を感じる人々の応答データ値
を比較し、各質問に対して最も多く応答した平均応答値を求めて、前記各レベルの温度、
気流及び湿度による平均応答値によって各質疑データに対する応答データ値を設定するこ
とで、求められる。
【００２９】
上記のように上記マイクロコンピューター１３０の特性データ演算部１３２は、上記応答
データを利用して個人の特性値を演算した後、該演算された個人の特性値を前記マイクロ
コンピューター１３０の室内温度演算部１３３－１、室内気流演算部１３３－２及び室内
湿度演算部１３３－３に夫々入力する。
次いで、上記マイクロコンピューター１３０の室内温度演算部１３２は、上記入力された
個人の特性値によって、冷房又は暖房時のとき、使用者が最適の快適感を感じる冷房又は
暖房室内温度を次のように計算して室内温度制御信号を出力する。
【００３０】
上記室内温度を演算する式は次のようである。
冷房室内温度＝Ｗ１　＋個人温度特性値´　Ｘ１　　　　 ----------------（２）
暖房室内温度＝Ｙ１　＋個人温度特性値´　Ｚ１　　　　 ----------------（３）
式中、Ｗ１は冷房基本温度、Ｘ１は冷房温度常数、Ｙ１　は暖房基本温度、Ｚ１は暖房温
度常数を夫々示したものである。
又、上記室内気流演算部１３３－２は、上記特性データ演算部１３２から入力された個人
の特性値によって冷房又は暖房時に冷房又は暖房の室内気流を次式により演算して制御信
号を出力する。
【００３１】
即ち、冷房室内気流＝Ｗ２　＋個人温度特性値´　Ｘ２　　　　 ----------------（４）
暖房室内温度＝Ｙ２　＋個人温度特性値´　Ｚ２　　　　　　　 ----------------（５）
式中、Ｗ２は冷房基本気流、Ｘ２は冷房気流常数、Ｙ２は暖房基本気流、Ｚ２は暖房気流
常数を夫々示したものである。
又、上記室内湿度演算部１３３－３は、上記特性データ演算部１３２から入力された個人
の特性値によって冷房又は暖房時に冷房又は暖房の室内湿度を次式により演算して室内湿
度制御信号を出力する。
【００３２】
即ち、冷房室内湿度＝Ｗ３　＋個人温度特性値´　Ｘ３　　　　 ----------------（６）
暖房室内湿度＝Ｙ３　＋個人温度特性値´　Ｚ３　　　　　　　 ----------------（７）
式中、Ｗ３は冷房基本湿度、Ｘ３は冷房湿度常数、Ｙ３は暖房基本湿度、Ｚ３は暖房湿度
常数を夫々示したものである。
又、上記室内温度演算部１３３－１、室内気流演算部１３３－２及び室内湿度演算部１３
３－３から出力された冷房又は暖房室内温度、冷房又は暖房室内気流並びに冷房又は暖房
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の室内湿度制御信号を上記マイクロコンピューター１３０の制御部１３４に出力する。
【００３３】
次いで、上記制御部１３４は、上記入力された制御信号によって圧縮機駆動部１７０、室
内ファン駆動部１４０、上下風向駆動部１５０及び左右風向駆動部１６０に駆動を制御す
るための制御信号を出力する。
このように個人の特性値によって上記圧縮機１７０、室内ファン１８０、上下風向ベーン
１９０及び左右風向ベーン２００を夫々制御することで、各使用者によって温度、気流及
び湿度が調節されて、使用者は最適の快適感を感じることができる。
又、特性データ格納部１３１に質疑データに対する各応答データを格納することで、個人
の特性モード選択時に格納されたデータ値を読み出して使用することができる。
【００３４】
即ち、リモーコンのモードキー１１１の表示部１２０に使用者の姓名、番号及び愛称など
が表示されると、使用者はリモーコンの各選択キー１１３、１１４、１１５及びモード選
択キー１１１を利用して該当の名称を選択する。
次いで、上記該当名称が選択されると、上記マイクロコンピューター１３０は、前記名称
に該当する応答データ値を読み出して、個人の特性値を求めて、該個人の特性値によって
冷房又は暖房時の室内温度、気流及び湿度を求めて空気調和機を制御する。
【００３５】
又、入力されたデータ中、修正をしたい場合は、該当の質問を選択した後、該質問に対す
る応答データを再び入力して、該応答データ値が変更されることで、簡単にデータを変更
することができるし、状況に従って空気調和機を容易に制御することができるために、使
用者の快適感が向上される。
又、上記入力部１１０は、リモーコンだけでなく、コンピューター及び携帯電話などを利
用することができる。
【００３６】
又、図５に示したように、前記空気調和機をインターネットに直接接続されるために、前
記空気調和機にモデムを内蔵することで、該モデムによって空気調和機がインターネット
に直接接続されるので、遠距離制御手段の上記リモーコンを利用して、関連サイトにある
個人の空調特性情報に対する資料をダウンロードすることができる。
又、本発明に係る入力部が個人用コンピューターに連結される第２実施形態においては、
図６に示したように、前記空気調和機は、個人用コンピューター（ＰＣ）及びケーブルに
よって連結されて、前記ＰＣから個人の空調特性情報データの入力を受ける。
【００３７】
即ち、使用者がＰＣをインターネットサイトに接続して、個人の空調特性情報の質疑デー
タである寒さ、暑さ、湿度、気流、冷房時着衣量、暖房時着衣量、活動量、喫煙与否、性
別及び年齢などを応答した後、該応答した個人の空調特性情報をインターネットにより前
記ＰＣにダウンロードする。
次いで、上記ＰＣは、ダウンロードされた個人の空調特性情報をケーブル（ＲＳ２３２Ｃ
）を通って上記空気調和機に伝送する。
この時、２人以上の個人の空調特性情報を一回で伝送することもできる。
【００３８】
上記空気調和機のマイクロコンピューター１３０は、上記伝送された個人の空調特性情報
データに対応する応答データ値を格納し、該格納された応答データ値によって個人の特性
値を演算することで冷房又は暖房時の室内温度、気流及び湿度が各使用者の特性に適合さ
れるように空気調和機が制御される。
又、本発明に係る入力部の第３実施形態として、図７に示したように、携帯電話を使用す
ることもできる。
【００３９】
即ち、前記空気調和機にブルートゥース（ｂｌｕｅ　ｔｏｏｔｈ）モジュールを内蔵する
と、該ブルートゥースが内蔵された携帯電話により近距離通信を遂行し、インターネット
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により個人の空調特性情報及び空調資料をダウンロードすることで、空気調和機の冷房、
暖房及び定温除湿機能を行うことができる。
【００４０】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明に係る空気調和機の制御装置及びその方法においては、使用
者が入力した応答データによって各使用者の特性に該当する温度、気流及び湿度を演算し
て、圧縮機２１０、室内ファン１８０、上下風向ベーン１９０及び左右風向ベーン２００
の駆動を制御することで、各使用者の快適感及び満足度を向上し得るという効果がある。
【００４１】
又、空気調和機に使用者所望の個人の空調特性情報を格納し、空気調和機を個人の特性モ
ードに適合するように運転するようになっているため、使用者は、常時、簡単に快適感を
感じ得るという効果がある。
且つ、上記空気調和機にモデムを内蔵してインターネットに接続することで、ＰＣ、リモ
ーコン及び携帯電話によって容易に個人の空調特性情報を入力するための資料をダウンロ
ードして、空気調和機に個人情報を容易に格納し得るという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る空気調和機を示したブロック図である。
【図２】図１のマイクロコンピューターの構成を示したブロック図である。
【図３】本発明に係る空気調和機の動作を示したフローチャートである。
【図４】本発明に係る入力部の第１実施形態としてリモーコンを使用するときの概略図で
ある。
【図５】本発明に係る空気調和機とインターネットとの連結状態を示した概略連結図であ
る。
【図６】本発明に係る入力部の第２実施形態としてコンピューターを使用するときの連結
状態を示した図である。
【図７】本発明に係る入力部の第３実施形態として携帯電話を使用するときの連結状態表
示図である。
【図８】従来の空気調和機の冷凍サイクルの構成を示したブロック図である。
【図９】従来の空気調和機の内部を示した概略構成図である。
【符号の説明】
１００…室内温度センサ部
１１０…入力部
１２０…表示部
１３０…マイクロコンピューター
１３１…特性データ格納部
１３２…特性データ演算部
１３３…制御演算手段
１３３－１…室内温度演算部
１３３－２…室内気流演算部
１３３－３…室内温度演算部
１３４…制御部
１４０…室内ファン駆動部
１５０…上下風向駆動部
１６０…左右風向駆動部
１７０…圧縮機駆動部
１８０…室内ファン
１９０…上下風向ベーン
２００…左右風向ベーン
２１０…圧縮機
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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